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要約

本研究では教職経験のない大学院生(以下，学卒院生とする)と教職経験のある大学院生(以下，現職院生と

する)が協働して授業をデザインすることで，学卒院生の発話に変容が見られた。その結果，学習者の学習

へ､の様子や授業後に記述した感想シートの記述に変容がみられた。

キーワード：授業力向上，授業者の変容，学習者の変容

I問題の所在

中央教育審議会(2006)1)は近年，教員の大量退職

が見込まれ，その欠員を補充するために，新人教員

の大量採用が始まることが見込まれることを示唆

し,教員の質を教員養成段階から確保することが必

要であると述べている。

しかし,中央教育審議会(2006)2)は現在の教員養

成の課題として,大学で教員免許を取得する過程で

ほとんどが講義中心の授業で単位を取得するため，

実践的指導力の育成が十分でないことを述べてい

律、る°

また,財団法人教育調査研究所(2008)3)の若手教

員を対象にした調査によると若手教員は授業がう

まくいかないということに悩んでいる傾向がある。

さらに，石原(2011)心の新任教師を対象にした業務

上の困難さに関するアンケートによると，児童理解

の困難さから，「教科，道徳，総合的な学習の時間

の指導｣に対する不安が最も多かったと報告されて

いる。これら2点の先行研究から新任教師は授業に

対する不安を抱えていることが明らかになってい

る。したがって，教員養成段階から必要な資質能力

を身につけておかなければならないということが

考えられる。

相澤ら(2012)5)は実践的指導力の育成，新人教員

の養成を目的としている教職大学院の実習に着目

し,学卒院生の授業力向上の在り方について探った。

その結果,学卒院生と現職院生が協働することによ

り，学卒院生の授業力が向上することを明らかにし

た。

また，大泉(2012)③は新任教員の授業中(図画工

作・美術科の実践)の発話に注目し分析した。その

結果，最初の授業では学習課題に即し，学習内容を

捉えさせる発話が多かったものの,実践を積み重ね

ていくうちに作品に対する感情の発話が増えてい

ったことを明らかにした。

しかし,上記の研究は学卒院生の授業力が向上し

たことを明らかにしたものであり，その結果，学習

者にどのような効果があったかは詳細に分析され

ていない。

そこで本研究では現職院生と学卒院生が協働し

て授業をデザインすることで,学卒院生の発話が変

容し，学習者にどのような効果をもたらすのかを，

事例的に検証することを目的とする。

Ⅱ研究方法

1調査対象

N県S小学校，第5，6学年(21名）

教職経験のない学卒院生(1名）

教職経験のある現職院生(2名，それぞれ11年，14

年の経験）



2調査単元

歴史分野8，世界に歩み出した日本東京書籍(全

6時間）

調査時期

平成24年11月(N県S小学校）

3記録・分析方法

①ビデオカメラの記録(前後撮り計2台)をもとに授

業者(以下，学卒院生とする)．学習者の様子の分析

相澤ら(2012)9)の手法をもとに現職院生と学卒院

生が協働して授業をデザインした｡その授業をビデ

オカメラで記録し,学卒院生と学習者の様子を分析

する。学卒院生の様子が変容した結果，学習者の様

子にどのような変容があったかを分析する。

へ②学卒院生の発話を分析
後ろのビデオカメラと同期させたワイヤレスマ

イクを学卒院生に装着し,学卒院生の発話内容を分

析する。

③授業前指導案検討･授業後リフレクションの現職

院生の発話についての分析

授業前後の現職院生とのリフレクションをICレ

コーダーで記録し,その発話の変容について調査し，

分析する。

④学習者が授業後記述した自由記述の感想シート

の分析

現職院生の発話により，学卒院生の発話の変容が

侭、見られた結果,学習者の感想シートにどのような変
容が見られたかを分析する。

Ⅲ結果

学卒院生は6時間の授業のなかで,学習者を見る

時間が増え,発問の円滑なやりとりができるように

なった。その結果，学習者は学卒院生を見る時間が

長くなった。

そしてそれにともない学卒院生の授業中の発話

にも変容が見られた。その結果，学習者の学習課題

に対する意識が高まり，学習者が授業後に記述した

感想シートには学習内容に関する内容,その授業時

間内においての目標に関する内容の記述が増えた。

したがって,学卒院生の発話の変容が学習者の感想

シートの記述に変容をもたらしたことが明らかに

なった。

なお，詳細は学会当日発表する。
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問題の所在
相浄ら(20ﾕZ）

O実蔑的指導力の育成､新人教員の養成を目
的としている敏職大学院の実習に藩目

吟繍職覇譲力が向上
大泉(2o12）

O新任敏員の授菜中の発騒に注目し分析

吟学習内容以外の発話が増加し
その発騒を学習内容につなげる
ことができるようになった

認杏
飼査時期

zol2年11月

画査対象

斬渇県公立S小学校5.6年生(ﾕ8名複式学級）

学卒院生(1名）

現駐院生(2名それぞれ1ﾕ。14年》

学習単元

社会科世界に歩み出した日本(東京害筋）

記録方法

ビヂオカメラ2台,ワイヤレスマイクユ台.にR1台

問題の所在

中央敏育審騒会(2“6）

O近年.教員の大量退駆が見込まれることを示唆

‐

O大学での教員免許の修得課程

→幾鶏辮婆続唆

これらの蚕究成果

学卒院生､新任教員､若手教員の授菜の向上、
発鯖の変容を明らかにしたもの

その結果､学習者にどのような効果が
ったかというところまでは分析されていない

研究の方法

学卒院生の授業力向上

分祈①

尋瀞聖2ZE之昌≧
理嘩震牛との指導案検肘

分折③
学卒院生の変容

2014/1/6

問題の所在

財団法人教育頂壷研究所(2“8),石原(20ﾕｭ）

O新任･若手教員を対象にした圏査.アンケート

ヰ経験の少なさから．

研究の目的

学卒院生の授業力向上

与
学習者の変容

鰯灘膨聾通臓鰯瀦澱蕊

丑リフレク3ンの発麗分秒

･現職院生との授菜後リフレクションの発鱈から

学卒院生の陳題を明らかにする

1



2014/1/6

一
》
》
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》
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一

郭
祝
望鰯麓§ 瞳顧罰謹蔓蕊職景

相示が抽象的である
ことを指摘している

唾

学卒院生の腺題

･学習者を見ていないということ

現庫院生B

識罐欝辮手
･学習活動の指示が暖昧であること

指示が後付け

を相摘Lてい

/へ

しっかりと鍾哩Lながら､やっていかないと…

「わかった｣､『大丈夫』とかさ．

哩画睦生且

丑初の鯉明の段鱈で､いれとかないといけないよね．

また､鳳板に香くとか､きちんと後出しじゃなくて、

グループに直接甘うのじゃなくて

磯欝駕差欝鵲司

瞳顯騒顧甑藤翻 錘騨蕊麺鍾鬮

O学卒院生の『学習者を見る』謀皿についての分祈方法

①の分折から､学卒院生にどのような効果が
あったかを分折する

｡学卒院生が授菜時間内〈導入部)に学習者を
見ている時間を計測する

｡学卒院生の指示に関する発騒について分析
する

導入部分を抽出

弾き鰹醗鼈離創…‘

戸､

睡鐇蕊戴藤認
“子どもを見ている時間の割合
輯，

”

意識罐
⑩

、

幻

”

2，

1，

0

鰯鶏蕊遜灘認

｢対象範囲」

・展開の脱明と展盟部分のプロトコルを使用

『分顛方法」

･具体的柑示…｢何を｣､｢どうする』が含まれる指示

･抽象的指示…『何を｣､｢どうする｣の一方､または
● 両方が含まれない柑示

・後付け柑示…展開の脱明時に含まれなかった指示

＊窓味内容で1回としてカウントし､3租類の指示の合
計から割合を算出

《霧蕪蝋鰯

i…1冊襄
腎l邑悩§淫g望摺ご醤一

1時■皿2局■ロ3局■日4鋳■日幽■日O角■ロ

学習者を見て
いる時間が

増加した
ー■皿■■■■－

畿識畿織鍵織
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③学卒院生の変容

鐙響畷壷菫回
そこの4コマ目､起承転結の結の部分､え一と､オチの

③学卒院生の変容

学卒院生の様子･発賭の変容についての分析結果

6時間目

学卒院生

じゃあ今日の手噸参みんなで一回碗鯉するよ_みん

なでやることを.､やることわかんね－ってないように

③学卒院生の変容

具体例

ｪ鮮總識繩I躁辮鯛溌i謡暴
き卜1Jオ廼偲裏しあみ
立輝かの人の侭衰を⑧こに認81ン卜華完旗させる

4隷蕊蕊鑛謹鐸梁鑑に､卜'jｵで
鼻雛籠獣冒e律‘ぅ先生のこごうに巳亡､先生

‘鰯罵雛罐謡瑳‘‘諏締錠峨
'錨溌謡蹴罷綴溌評汗･謡ん毎
誤濡尚窒轆鑑醗鑑t鱈堤わっ鐸卜

みん吃

これからやる活動に対して

抽象的･後付けの指示がないように
意議している

なかったらみんなで頑鰯厄蓉了いいやす‐

へ

研究の方法 研究の方法

I学卒院生の授業力向上I ’ ’学習者の変容I学卒院生の課題の改善1
分析①学習者を見ていない｡指示が暖昧
現職院生とのリフレクション
分析②指示方法等についてアドバイス
現職院生との指導案検肘
分析③
学卒院生の変容

学習者を見る時間が増加した

具体的な指示ができるようになった

分析④
授業後毎に学習者に書かせた、
感想シートの分析与

’
|，

学習者の変容

へ

授業振り返りシート
◎合回の授業を握り返ってみて、
どのような発見がありましたか．
また､この時間の目標は達成できましたか．
先生に知する要望や、

授業の感想でもかまいません．

④感想シートの分析 ④感想シートの分析

(人）N＝18
目標に関する紀述

佃檎に腿する魁述

O感想シートの記述の分析

自由記述
カテゴリー分け

･目標に関する記述

･学卒院生の指導法に関する記述
･目標以外の学習に関する記述

1.2.4.5.6時間目の感想シートが調査対象

８
６
４
２
０
８
６
４
２
０

１
１
１
１
１

■
画1時間目秘2時閣目■4時朋目■5時間目毎6時閲目

3
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④感惣シートの分析
卓b凸■■－卓

1時間目
l④感想ｼﾏﾄの分析

(人）N＝ﾕ8目標以外の学習に閥する記述

‘④感想シートの分析

(人）N垂18学卒院生の捕導方法に関する記述

１
１

１
１

四コママンガがおもしろかったです。
ボードで説明していて分かりやすかったです

８
６
４
２
０
８
６
４
２
０

１
１
１
１
１

８
６
４
２
回
８
６
０
２
○

１
１
８
１
８ 冬

丘 民主主義の意議が高まった結果､あったこと
を脱明することができて良かった｡目標は

達成できなくて残念だった■一■ 瞳一画-F--.
冒蒔間百一

■1時閣目団2時獅目画4時聞目■5時開目醸6時閥目 凶1闘悶目■Z詩間目■4時閥目■5時間目種6爵間目

へ

結論結果 今後の課題
○学習者の変容に関して、

学習者の発話の分析がt這れていないので

学習者の発話に視点を向けること

O学卒院生の授業技術に関して、

他の課題点について分析すること

O授業実践の時間がわずかであり、

明破な変容が見られなかったので

授業実践を積んでいきたい

I ’現職院生と学卒院生が協働する

購議蕊
等 現職院生と学卒院生が協働して授業を

デザインすることによって､学習者の反応
に応じて適切な指示がだせるようになり、

学卒院生の指導方法よりも学習内容への
関心が高まったことが明らかになった

I I
学習者を見る時間が増加した

暖昧な指示が減少した

琴

|掌零艤灘雛閏するI
学卒院生の指導方法に関する

記述が減少した

へ
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